令和８年度　宍喰地区地域防災公園　実施設計追加修正委託業務
特記仕様書
１．業務名

　令和8年度　宍喰地区地域防災公園　実施設計追加修正委託業務
２．業務の目的

本業務は、宍喰地区に建設を予定している町営防災公園について、基本設計成果や一部先行実施済みの実施設計成果（6.既存関連業務参照）に基づき、施工効率向上を目的とした工事用道路設計、土捨て場詳細設計及び施工計画検討を行うものである。また、本設計においては、計画地周辺の連道路計画（国道・県道）と調整を図り、最適な施工計画に伴う当初設計の見直しについても検討を行うものとする。
３．履行期限

　契約日の翌日　　～　　令和９年３月１０日

４．業務内容

　Ⅰ．設計
（１）工事用道路設計（Ｌ＝0.3ｋｍ+0.23ｋｍ）
①設計計画（過年度成果資料及び周辺事業計画の収集・整理を含む）
　過年度業務成果品や周辺事業計画等の資料収集整理を行い、業務計画書としてとりまとめる。
②現地踏査
　設計範囲における状況の概況を把握、確認する。

③平面縦断設計
　実測平面図に基づき、車道部または車道端の線形に合わせ、構造物、用排水路、排水流向などについて、その断面、位置、取合いなど必要なもの全ての設計を行う。また、実測縦断図により、20ｍ毎の測点および変化点について、路面高さ及び車道高さと整合を図り、計画高を設計する。
④横断設計
　実測横断図（L=0.23km）及びペーパーロケーション横断図（L=0.3km）に基づき、縦断図と同一地点において、道路中心線の計画高または現道高さより先に決定または与条件として与えられた幅員に対し、水路、縁石、側溝などの位置、取合い及び幅杭位置等を横断計画に必要な全ての構造物を設計する。
⑤設計図
　実測図を基に、平面図、縦断図、標準横断図、横断図、詳細図を作成する。
縦断・横断面図
⑥数量計算
数量計算書を工事工種体系及び土木工事数量算出要領に基づき、工種別、区間別に取りまとめる。

⑦照査
　設計成果の正確性、適切性及び整合性に着目し照査を行う。
⑧報告書作成
設計報告書として、計画の概要、各検討事項の条件と検討結果及び経緯、今後の課題と留意事項等について照査を経てとりまとめを行う。また、次の項目について解説し、取りまとめて記載した設計概要書を作成するものとする。

・計画の経緯

・計画地域の現況及び計画のまとめ

・計画条件検討経緯及びその結果

・当該計画地域の社会的、自然的、文化的、コントロール要因の説明

・その他留意事項
（２）土捨て場詳細設計（Ａ＝0.6ha）
　①設計計画
　　過年度業務成果品や周辺事業計画等の資料収集整理を行い、業務計画書としてとりまとめる。
　②設計条件の整理、検討
　　与えられた基本的条件並びに地質条件を確認し、当該設計用に整理、検討を行う。
　③現地踏査
　　設計範囲における状況の概況を把握、確認する。

　④整地設計
事業計画範囲、盛土規制法の確認及び地質調査結果の反映を行い、造成基面の設定、切土盛土計画、法面計画、排水計画等を検討し、造成計画図、土工定規図及び法面計画図等を作成する。
　⑤排水設計
　　既存資料及び現地踏査の結果に基づいて、排水系統の計画、流量計算、排水路構造物の形状等に　ついて設計を行い、排水系統図を作成する。
　⑥工事中仮設設計
　　工事中の防災対策として、周辺既設排水施設への土砂流出防止計画を行うとともに、関係機関と協議調整の図れた計画、設計を行う。

　⑦図面作成
　　実測図を基に、平面図、縦断図、標準横断図、横断図、詳細図を作成する。
　⑧数量計算
数量計算書を工事工種体系及び土木工事数量算出要領に基づき、工種別、区間別に取りまとめる。

　⑨照査
　　設計成果の正確性、適切性及び整合性に着目し照査を行う。
　⑩報告書作成
設計報告書として、計画の概要、各検討事項の条件と検討結果及び経緯、今後の課題と留意事項等について照査を経てとりまとめを行う。また、次の項目について解説し、取りまとめて記載した設計概要書を作成するものとする。

・計画の経緯

・計画地域の現況及び計画のまとめ

・計画条件検討経緯及びその結果

・当該計画地域の社会的、自然的、文化的、コントロール要因の説明

・その他留意事項
（３）施工計画検討（1式）
　①設計計画
　　過年度業務成果品や周辺事業計画等の資料収集整理を行い、業務計画書としてとりまとめる。

　②施工計画
設計図等に基づき経済的かつ合理的に工事の費用を予定するために必要な施工計画検討を行うものとし、実施手順の妥当性・工期設定の適切性・工程管理に係る技術的所見をとりまとめる。

　Ⅱ．打合せ
（１）打合せ
検討方針、条件、目的及び検討結果等について、業務を遂行する上で必要となる発注者との協議を行う。
なお、中間協議は1回を予定しているが、発注者側からの追加要件等、特別な事由がない限り、協議回数増加による設計変更は認めない。
　Ⅲ．関係機関との協議資料作成
（1） 関係機関との協議資料作成
　　設計図書に基づき、当造成計画に係る関係機関との協議用資料・説明用資料を作成する。

なお、本業務で対象となる関係機関先及び調整内容について以下の通りとする。
関係機関調整一覧表
	関係機関先
	調整項目
	対応事項

	国土交通省四国地方整備局
徳島河川国道事務所
	・設計マッチライン
・土工及び法面計画
・境界施設計画
・施工計画等
	・過去の協議、経緯等に関する資料について、収集・整理し、改めて確認、調整を図る。
・協議に要する資料作成を行うこと。

	徳島県高規格道路課
徳島県美波県土整備事務所
	
	


Ⅳ．測量
工事用道路設計に必要な応用測量を行う。
なお、予定数量は以下のとおりとする。
　・作業計画　1業務
　・現地踏査　0.23ｋｍ
　・線形決定　0.23ｋｍ
　・ＩＰ設置　0.23ｋｍ

　・中心線測量　0.23ｋｍ
　・仮ＢＭ設置測量　0.23ｋｍ
　・縦断測量　0.23ｋｍ
　・横断測量　0.23ｋｍ

Ⅴ．地質調査
土捨て場詳細設計に必要な地質調査を行う。
なお、予定数量は以下のとおりとする。
　・調査ボーリング　Ｌ＝9ｍ×2本
　・原位置試験　16回
　・サンプリング　2本
　・土質試験/室内試験　1式
　・資料整理とりまとめ　1業務（一般調査及び解析）

　・断面図等の作成　1業務（一般調査及び解析）
５．成果品

（１）報告書
A4ﾌｧｲﾙ綴じ製本、２部
（２）上記電子データ
一式、ＣＤ－Ｒ ２部

６．既存関連業務
　（１）平成27年度　海陽町防災公園等整備構想検討業務
　（２）平成28年度　宍喰地区地域防災公園　基本設計委託業務
　（３）平成29年度　宍喰地区地域防災公園　実施設計委託業務
　（４）令和元年度　宍喰地区地域防災公園　実施設計委託業務
　（５）令和3年度　宍喰地区防災公園残土処分場　基本計画作成業務委託
　（６）令和6年度　宍喰地区地域防災公園　実施設計委託業務

